
報告事項ウ

適正な経理処理の確保に向けたコンプライアンスの再徹底に関する取組状況

について

適正な経理処理の確保に向けたコンプライアンスの再徹底に関する取組状況について、

別紙のとおり報告します。

平成２０年７月１５日

鳥取県教育委員会教育長 中 永 廣 樹
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適正な経理処理の確保に向けたコンプライアンスの再徹底に

関する取組状況について

教 育 総 務 課

１ 目的

鳥取盲学校における県費外会計等の不適切な経理処理の実態を踏まえ、県教育委員会

事務局本庁、地方機関、教育機関及び県立学校において処理に困っている通帳等の存在

を再点検するとともに、教職員が管理している県費外会計の全体像を把握し、必要な改

善策等を検討する。

２ 適正経理に関する再点検状況

（１）調査期間

・事務局 ６月 ２日（月）～７月１４日（火）

・県立学校 ５月２８日（水）～（継続中）

（２）調査対象機関

・事務局 ２１機関

（本庁：１４課等 地方機関：４機関 教育機関：３機関）

・県立学校 ３１校

（高等学校：２４校 特別支援学校：７校）

（３）調査対象

①処理に困っている資金、通帳等の存在

教職員が管理している資金等について、不適切な経理処理及び処理に困っている通

帳等その他疑義のあるものの存在の有無及びその内容

②県費外会計の現状

教職員が管理している県費外会計の全体像の現状の点検

（４）調査方法

教育委員会事務局及び県立学校に対して、上記調査対象に係る徹底した調査を指示

して報告を受け、その内容に応じて必要な調査、確認を行った。

（５）調査結果

この度は調査結果のまとまった事務局について報告する。

県立学校については、概要は参考のとおりであり、詳細は後日報告予定である。

①処理に困っている通帳等の状況

ア 不適正な会計処理による資金造成等

該当なし
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イ 銀行口座等に発生した預金利息で処理に困っているもの

機関数 うち処理に困っ 金額(円) 発生経緯等

ている機関数

本 庁 １４ ３ 3,157
教育総務課 15 ・終了した国委嘱事業（H18 学校

の組織運営に関する調査研究）

の預金利息

・返納の方向で国と調整中

体育保健課 23 ・終了した独立行政法人委託事業

（H19 心肺蘇生法実技講習会）の

預金利息

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 3,119 ・終了した事業（全国ｽﾎﾟﾚｸ祭派遣

事業）に係る預金利息

・事業主体（体力つくり鳥取県協

議会）は 19 年度以降休眠状態

地方機関 ４ ０

教育機関 ３ ０

計 ２１ ３ 3,157

【対応方針】

・国庫事業に係る預金利息については、国と協議の上、返納手続等を進める。

・国庫事業以外で、公務中に行った事務等に伴い発生した資金等については、

県に収納することとする。

・休眠状態にある協議会に係る預金利息については、今後の活動方針を早期に

固め、その活動に沿った活用を図ることとする。

ウ 既に終了した事業等の残金等

機関数 うち処理に困っ 金額(円) 発生経緯等

ている機関数

本 庁 １４ ２ 2,420
高等学校課 554 ・H18 に終了した事業（教員韓国

派遣研修事業）における資金前

途金の残額

・日本円と韓国ｳｫﾝの為替レート差

による送金額の差異によるもの

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 1,866 ・終了した事業（全国ｽﾎﾟﾚｸ祭派遣

事業）に係る郵券(切手、はがき)

・事業主体（体力つくり鳥取県協

議会）は 19 年度以降休眠状態

地方機関 ４ ０

教育機関 ３ ０

計 ２１ ２ 2,420
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【対応方針】

・既に終了した事業に係る残金は、県に収納することとする。

・休眠状態にある協議会に係る郵券については、今後の活動方針を早期に固め、

その活動に沿った活用を図ることとする。

エ その他疑義があるもの

機関数 うち処理に困っ 金額(円) 発生経緯等

ている機関数

本 庁 １４ ２ 2,110
特別支援 1,320 ・H18 調査時に「処理に困ってい

教育課 る郵券」として報告したもの（採

用試験願書返信用封筒に貼付の

切手）について、当該切手専用

の金券類受払簿を作成し、管理

している（既存の金券類受払簿

とは別管理）

・受払の記録は整理されているも

のの、月末現在高の確認がなさ

れていないなど、管理不十分と

なっている（既存の金券類受払

簿は適正管理されている）

文化財課 790 ・未使用で返還された返信用封筒

に貼付の切手（調査時点）

＊既に受払簿で管理済み

地方機関 ４ ０

教育機関 ３ ０

計 ２１ ２ 2,110

【対応方針】

・複数の金券類受払簿による管理は、担当者の引継ぎ漏れや所属長による月末現

在高の確認漏れなど、適正管理に過誤を生じるおそれもあるため、統一した金

券類受払簿による管理に改めることとする。
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② 県費外会計の現状点検

ア 県費外会計の現状 （会計別の概要：別紙）

（ア）職員が事務局業務を行っている公益法人に係る会計

所 属 名 会計数 管理状況 保有額 (円) 平成 19 年度

適正管理 改善を要する (H20.4.30 現在) 決算額 (円)

福利室 １ １ ０ 762,317,130 284,101,984
本庁 人権教育課 １ １ ０ 18,606,932 4,318,911

文化財課 １ １ ０ 4,138,916 57,978,865
計 ３ ３ ０ 785,062,978 346,399,760

(注)保有額には財産額が含まれているため、決算額を上回っている。

（イ）上記以外の会計

所 属 名 会計数 管理状況 保有額 (円) 平成 19 年度

適正管理 改善を要する (H20.4.30 現在) 決算額 (円)

教育総務課 １ １ ０ 194,087 991,237
福利室 ０ ０ ０ 0 0
教育環境課 １ １ ０ 1,011,757 1,054,321
小中学校課 １ １ ０ 563,855 2,072,867
特別支援教育課 ０ ０ ０ 0 0
教育センター ０ ０ ０ 0 0

本庁 高等学校課 １ １ ０ 1,247,815 1,627,330
家庭・地域教育課 １２ １２ ０ 5,136,087 40,619,164
図書館 ２ ２ ０ 1,737,641 2,580,751
人権教育課 １ １ ０ 0 2,456,972
文化財課 ２ ２ ０ 15,646,954 17,479,064
博物館 ９ ９ ０ 9,358,192 32,970,274
体育保健課 ３ ３ ０ 1,957,427 4,674,432
スポーツセンター １ １ ０ 247,000 1,115,108

地方 東部教育局 ０ ０ ０ 0 0
機関 中部教育局 ４ ４ ０ 304,675 1,595,430

西部教育局 １ １ ０ 81,981 226,123
妻木晩田遺跡事務所 １ １ ０ 225,274 736,494

教育 船上山少年自然の家 １ ０ １ 0 202,062
機関 大山青年の家 １ ０ １ 0 165,400

埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ ０ ０ ０ 0 0
計 ４２ ４０ ２ 37,712,745 110,567,029

会計数 管理状況 保有額 (円) 平成 19 年度

適正管理 改善を要する (H20.4.30 現在) 決算額 (円)

合計（ア＋イ） ４５ ４３ ２ 822,775,723 456,966,789
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イ 「改善を要する」会計の状況

所属名 会計名 平成 19 年度 管 理 状 況

決算額 (円)

船上山少年 クラフト会計 202,062 ・ｸﾗﾌﾄ活動で使用するｸﾗﾌﾄ（ﾏｸﾞﾈｯﾄ等）［船

自然の家 上山］や野外活動で使用する薪［船上山、

大山］については、利用団体による事前

購入が困難なため、施設側で事前に購入

大山青年の家 薪会計 165,400 し、退所時に材料代として実費を徴収

・担当職員が物品代金を立替して事前購入

・帳簿により物品在庫を管理

・利用団体への領収書の発行は庶務担当職

員が担当

【対応方針】

・施設利用者のために必要な物品調達、代金徴収業務であり、公金会計に移行す

るものとする。（平成 21 年度から公金会計に移行予定）

３ コンプライアンス研修の実施状況

（１）実施計画

・コンプライアンスに関する所属内研修を毎年度確実に実施する。

特に、今年度は早期に実施する。

・教育総務課（教育行政監察担当）は、毎年度、研修計画・実績を把握する。

（２）実施状況

機関数 実施状況・予定

６月 ７月 ８月・９月 計

本庁・地方機関等 21 2 2 (17) 21
県立高等学校 24 3 7 (14) 24
県立特別支援学校 7 2 3 ( 2) 7

＊ 7 月実施数は、研修日の確定した予定数を含む。

＊今年度の高等学校、特別支援学校の研修は、原則として教育総務課（教育

行政監察担当）を講師としている。
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４ 今後の対応

（１）処理に困っている通帳等の処理

・「２（５） 調査結果」の対応方針に沿って、適切に処理する。

・なお、国庫委託金の受入など預金利息収入を見込まない口座開設に当たっては、必

要に応じて、無利息の「決済用預金」口座の開設を検討する。

（２）県費外会計の取扱の必要性の再検討

・各所属においては、調査結果を踏まえ、県が取り扱う合理的な理由、必要性を整理

し、必要性が認められないものについては取扱を中止するなど改善策を検討する。

（３）県費外会計の適正処理に向けた取組

・各所属の県費外会計の現状及び改善に向けた取組状況について行政監察を実施し、

参考となる適正化事例や職員の負担軽減事例などのフィードバックによって、さら

なる適正化、業務改善につなげていく。

・併せて、職務遂行における「公私の区分」の徹底についての取組状況も行政監察の

対象とする。

・今年度実施する行政監察結果は、毎年度フォローアップする。

（４）コンプライアンス研修の継続実施

・毎年度、各所属単位でコンプライアンス研修を実施する。

教育行政監察担当は、毎年度各研修の実施計画、実績を把握する。

・不祥事事例の原因・要因等を分析し、それに基づいた対応策を共有するための「デ

ータベース化」を進め、教職員へのコンプライアンス意識の高揚を図るとともに、

効果的な研修に資する。

（５）その他

今後、新たな事実について教育業務改善ヘルプライン等で指摘があれば、必要な調

査、確認を行っていく。
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【参考】
県立高校の調査状況（平成２０年７月１５日現在）

１ 学校からの調査報告状況

対 象 数 教育総務課へ報告済

県立学校 ３１ ３１ 100 %
（高等学校） （２４） （２４） (100 %)

（特別支援学校） （ ７） （ ７） (100 %)

２ 調査報告の概要 （今後変更予定あり）

（１）処理に困っている通帳等の存在

○該当数 ８校

（受入口座等の預金利息、テレホンカード等の金券類等）

（２）県費外会計の概要

①会計数 約１，９００会計 （１校平均 ６０会計）

②会計の種類

・学校預かり金会計（学年会計、修学旅行積立金、部活動費等）

・団体会計（ＰＴＡ会計、生徒会会計等）

・購買会計

③会計総額（平成 19 年度決算額） 約２，４７０百万円

３ 調査進捗状況及び今後の予定

処理に困っている通帳等 県費外会計

６月末 全校報告完了 全校報告完了

７月上旬 整理、分析作業 集計、分析作業

中旬 現地確認（学校聞き取り） 現地確認（学校聞き取り）

下旬

８月上旬 再整理、処理方針協議 再整理、処理方針協議

中旬

下旬 公表 公表

４ 当初予定より調査結果公表が遅れている理由

①学校内の調査

・全教職員を対象とした県費外会計の悉皆調査であり、学校内での報告、確認作業に

時間を要したこと。

（教材費など年１回限りの会計処理の類など、学校現場特有のものが多い。）

・調査期間が、高校総体など学校主要行事と重なり、調査の趣旨、内容を全教職員に

浸透させるのに時間を要したこと。

②教育総務課の調査

・様々な種類、膨大な数の県費外会計の集計、分析が必要となっていること。

（学校預かり金会計、団体会計、購買会計等）

・学校間で、県費外会計の種類や数に差が生じており、確認漏れや記載漏れがないか、

再確認が必要となっていること。

・現地確認に時間を要すること。（処理に困っている通帳等の確認）
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適

正
1
9
4
,0
8
7

9
9
1
,2
3
7

教
育

労
働

運
動

記
者

室
の

運
営

に
係

る
会

計
教

育
労

働
運

動
記

者
会

か
ら
の

要
望

に
よ
る

2
教

育
環

境
課

鳥
取

県
教

育
施

設
整

備
期

成
会

事
務

局
会

計
適

正
1
,0
1
1
,7
5
7

1
,0
5
4
,3
2
1

教
育

施
設

の
整

備
促

進
に
係

る
業

務
の

事
務

局
の

会
計

本
会

は
公

立
学

校
教

育
施

設
の

整
備

促
進

を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
こ
の

目
的

を
果

た
す
た
め
、
全

国
組

織
と
も
連

携
を
図

っ
て

活
動

し
て
い
る
。
公

立
学

校
施

設
の

整
備

事
務

は
教

育
環

境
課

が
所

管
し
て
い
る
た
め
事

務
局

を
当

課
に
設

置
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

適
正
な
経
理
処
理
の
確
保
に
向
け
た
現
状
点
検
結
果
（県

費
外
会
計
関
係
）



番
号

所
属

名
会

計
等

の
名

称
点
検
結
果

保
有

額
（
円

）
※

１

平
成

１
９
年

度
決

算
額

（
円

）
※

２

会
計

の
内

容
職

員
が

取
り
扱

っ
て
い
る
理

由
等

3
小

中
学

校
課

鳥
取

県
検

証
改

善
委

員
会

事
業

会
計

適
正

5
6
3
,8
5
5

2
,0
7
2
,8
6
7

平
成

１
９
年

度
の

国
事

業
に
係

る
任

意
団

体
の

会
計

（
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
結

果
の

分
析

）

※
文

部
科

学
省

に
返

還
予

定
で
あ
る
が

、
返

還
の

手
続

き
待

ち
の

も
の

本
委

員
会

の
設

置
に
当

た
っ
て
は

、
「
県

の
主

導
的

な
形

で
の

連
携

が
担

保
さ
れ

る
形

」
と
す

る
よ
う
国

か
ら
注

意
が

あ
っ
た
こ
と
を
受

け
、

外
部

の
委

員
以

外
に
教

育
委

員
会

事
務

局
の

職
員

も
委

員
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
当

該
職

員
の

中
か

ら
経

理
責

任
者

を
選

任
す
る
こ

と
で
円

滑
な
事

務
執

行
を
行

う
た
め

4
高

等
学

校
課

鳥
取

県
産

業
教

育
振

興
会

会
計

適
正

1
,2
4
7
,8
1
5

1
,6
2
7
,3
3
0

鳥
取

県
産

業
教

育
振

興
会

事
務

局
の

会
計

教
育

界
（
学

校
・
県

教
委

）
と
産

業
界

が
連

携
し
産

業
教

育
の

振
興

を
図

る
目

的
の

会
で
あ

り
、
職

務
と
密

接
に
関

連
し
て
い
る
た
め

5
鳥

取
県

社
会

教
育

委
員

連
絡

協
議

会
会

計
適

正
1
4
6
,7
8
4

5
9
4
,5
3
4

鳥
取

県
社

会
教

育
委

員
連

絡
協

議
会

に
係

る
事

務
局

の
会

計
県

及
び
市

町
村

の
社

会
教

育
委

員
を
つ
な
ぐ

連
絡

会
で
あ
り
、
課

内
に
事

務
局

を
設

置
し
て

い
る
た
め

6
鳥

取
県

社
会

教
育

協
議

会
会

計
適

正
5
3
0

4
,0
5
2
,9
0
6

鳥
取

県
社

会
教

育
協

議
会

に
係

る
会

計
社

会
教

育
団

体
に
対

す
る
県

補
助

金
の

受
入

団
体

と
し
て
設

立
し
、
課

内
に
事

務
局

を
設

置
し
て
い
る
た
め

7
読

書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実

行
委

員
会

会
計

適
正

2
,0
3
5
,7
8
4

1
2
,8
2
3
,2
2
5

国
委

託
事

業
（
子

ど
も
の

読
書

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
事

業
）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
子

ど
も
の

読
書

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

事
業

）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め
（
平

成
２
０
年

１
１
月

頃
に
国

に
全

額
返

納
予

定
）

8
鳥

取
県

家
庭

・
地

域
教

育
推

進
協

議
会

（
家

庭
教

育
支

援
総

合
推

進
事

業
）
会

計
適

正
8
2
8
,4
0
9

1
0
,0
7
3
,0
6
4

国
委

託
事

業
（
家

庭
教

育
支

援
総

合
推

進
事

業
）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
家

庭
教

育
支

援
総

合
推

進
事

業
）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め

9
鳥

取
県

家
庭

・
地

域
教

育
推

進
協

議
会

（
学

び
あ
い
、
支

え
あ
い
地

域
活

性
化

推
進

事
業

）
会

計
適

正
1
,2
7
7
,0
8
6

3
,6
2
3
,1
3
2

国
委

託
事

業
（
学

び
あ
い
、
支

え
あ
い
地

域
活

性
化

推
進

事
業

）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
学

び
あ
い
、
支

え
あ
い
地

域
活

性
化

推
進

事
業

）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め

1
0

第
３
１
回

中
国

・
四

国
地

区
社

会
教

育
研

究
大

会
（
鳥

取
大

会
）
会

計
適

正
0

1
,6
8
0
,1
0
0

第
３
１
回

中
国

・
四

国
地

区
社

会
教

育
研

究
大

会
（
鳥

取
大

会
）
に
係

る
会

計
第

３
１
回

中
国

・
四

国
地

区
社

会
教

育
研

究
大

会
（
鳥

取
大

会
）
の

会
費

等
の

受
入

及
び

事
業

実
施

の
た
め
（
今

後
口

座
開

設
予

定
）

1
1

と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

（
会

費
）
会

計
適

正
2
9
1
,8
7
3

6
4
0
,6
3
1

と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

（
会

費
）
に

係
る
会

計
と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

は
、
平

成
１
６

年
度

に
と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
の

会
員

が
組

織
し
た
団

体
で
あ
り
、
当

分
の

間
、
団

体
の

会
計

事
務

を
サ

ポ
ー
ト
し
た
た
め
（
平

成
２
０
年

度
中

に
団

体
で
管

理
）

1
2

と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

（
研

修
会

）
会

計
適

正
5
5
,2
1
5

1
,5
9
7
,8
5
2

と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

（
研

修
会

）
に
係

る
会

計
と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
学

友
会

は
、
平

成
１
６

年
度

に
と
っ
と
り
県

民
カ
レ
ッ
ジ
の

会
員

が
組

織
し
た
団

体
で
あ
り
、
当

分
の

間
、
団

体
の

会
計

事
務

を
サ

ポ
ー
ト
し
た
た
め
（
平

成
２
０
年

度
中

に
団

体
で
管

理
）

1
3

ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教

育
啓

発
推

進
協

議
会

会
計

適
正

0
1
,1
9
0
,3
6
2

国
委

託
事

業
（
青

少
年

を
取

り
巻

く
有

害
環

境
対

策
の

推
進

事
業

）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
青

少
年

を
取

り
巻

く
有

害
環

境
対

策
の

推
進

事
業

）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め
（
今

後
口

座
開

設
予

定
）

家
庭

・
地

域
教

育
課



番
号

所
属

名
会

計
等

の
名

称
点
検
結
果

保
有

額
（
円

）
※

１

平
成

１
９
年

度
決

算
額

（
円

）
※

２

会
計

の
内

容
職

員
が

取
り
扱

っ
て
い
る
理

由
等

1
4

鳥
取

発
メ
デ
ィ
ア
と
の

接
し
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委

員
会

（
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
会

計
適

正
4
0
6

9
3
7
,4
5
3

国
委

託
事

業
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

構
築

）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

構
築

）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め

（
平

成
２
０
年

度
国

に
全

額
返

納
予

定
）

1
5

鳥
取

発
メ
デ
ィ
ア
と
の

接
し
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委

員
会

（
モ
デ

ル
事

業
）
会

計
適

正
0

9
0
5
,2
1
9

国
委

託
事

業
（
有

害
情

報
対

策
モ
デ
ル

事
業

）
に
係

る
会

計
国

委
託

事
業

（
有

害
情

報
対

策
モ
デ
ル

事
業

）
の

委
託

経
費

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め
（
今

年
度

解
約

予
定

）

1
6

生
涯

学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
っ
と

り
実

行
委

員
会

会
計

適
正

5
0
0
,0
0
0

2
,5
0
0
,6
8
6

鳥
取

県
生

涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開

催
に
係

る
会

計
鳥

取
県

生
涯

学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の

補
助

金
等

の
受

入
及

び
事

業
実

施
の

た
め

1
7

鳥
取

県
図

書
館

協
会

会
計

適
正

3
7
3
,6
0
2

1
,1
8
6
,2
1
2

鳥
取

県
図

書
館

協
会

活
動

等
に
係

る
経

費
を
取

り
扱

う
会

計
　
鳥

取
県

図
書

館
協

会
は

、
県

立
図

書
館

が
中

心
と
な
っ
て
設

立
し
た
団

体
で
、
同

館
内

に
事

務
局

を
設

置
し
、
活

動
し
て
い
る
団

体
で
あ

る
。
　
館

種
を
越

え
た
県

内
相

互
協

力
の

骨
組

み
作

り
へ

の
県

立
図

書
館

の
果

た
す
役

割
は

大
き
い
。
県

内
図

書
館

の
連

絡
の

中
枢

で
あ
る
県

立
図

書
館

が
会

計
事

務
を
取

り
扱

う
の

が
適

当
と
考

え
ら
れ

る
。

1
8

遠
藤

董
先

生
顕

彰
会

会
計

適
正

1
,3
6
4
,0
3
9

1
,3
9
4
,5
3
9

遠
藤

董
先

生
顕

彰
会

活
動

に
係

る
経

費
を
取

り
扱

う
会

計
遠

藤
董

先
生

顕
彰

会
は

、
県

立
図

書
館

創
設

に
大

き
く
関

わ
っ
た
遠

藤
を
顕

彰
す
る
団

体
で

あ
り
、
県

立
図

書
館

内
に
事

務
局

を
設

置
し
、

活
動

し
て
い
る
団

体
で
あ
る
。
県

立
図

書
館

が
会

計
事

務
を
取

り
扱

う
の

が
適

当
と
考

え
ら
れ

る
。

1
9

人
権

教
育

課
鳥

取
県

人
権

教
育

調
査

研
究

委
員

会
会

計
適

正
0

2
,4
5
6
,9
7
2

文
部

科
学

省
か

ら
事

業
委

託
を
受

け
た

「
人

権
教

育
推

進
の

た
め
の

調
査

研
究

事
業

」
（
国

費
１
０
／

１
０
）
に
係

る
会

計

　
当

該
団

体
は

社
会

教
育

に
お
け
る
人

権
教

育
の

推
進

を
目

的
と
し
た
国

庫
委

託
事

業
の

み
を
行

う
。
委

員
は

教
育

長
が

委
嘱

し
、
事

務
局

は
人

権
教

育
課

に
置

い
て
い
る
。

2
0

鳥
取

県
文

化
財

保
存

協
会

会
計

適
正

1
5
,6
4
6
,9
0
4

1
7
,4
7
9
,0
6
4

平
成

１
９
年

度
、
文

化
庁

と
財

団
法

人
伝

統
文

化
活

性
化

国
民

協
会

の
委

嘱
事

業
、
及

び
文

化
財

関
係

図
書

頒
布

事
業

に
係

る
会

計

本
会

の
会

員
は

、
文

化
財

の
所

有
者

及
び
管

理
者

で
構

成
さ
れ

て
お
り
、
連

絡
調

整
や

関
係

機
関

と
の

連
携

な
ど
、
事

務
の

効
率

化
か

ら
も
文

化
財

課
に
事

務
局

を
置

く
こ
と
が

望
ま

し
く
、
規

約
上

で
も
定

め
ら
れ

て
い
る
た
め
。

2
1

ユ
ネ
ス
コ
世

界
寺

子
屋

運
動

募
金

会
計

適
正

5
0

-

賛
同

者
に
よ
る
募

金
世

界
中

の
す
べ

て
の

人
が

、
読

み
書

き
や

計
算

を
学

べ
る
よ
う
に
教

育
の

機
会

を
提

供
す

る
た
め
は

じ
め
ら
れ

た
募

金
活

動
に
、
所

管
課

と
し
て
率

先
し
て
行

う
た
め
。

2
2

（
H
1
9
）
「
前

田
寛

治
の

パ
リ
(仮

称
）
」
展

準
備

実
行

委
員

会
会

計
適

正
0

1
,5
0
0
,8
4
0

「
前

田
寛

治
の

パ
リ
(仮

称
）
」
展

の
開

催
準

備
を
行

う
実

行
委

員
会

の
会

計
大

阪
市

ゆ
と
り
と
み

ど
り
振

興
局

と
の

覚
書

に
よ
り
、
事

務
局

を
当

館
に
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
（
平

成
１
９
年

度
）

2
3

（
H
2
0
)「
前

田
寛

治
の

パ
リ
」
展

実
行

委
員

会
会

計
適

正
0

1
8
,0
0
0
,0
0
0

「
前

田
寛

治
の

パ
リ
」
展

を
開

催
す
る
実

行
委

員
会

の
会

計
大

阪
市

ゆ
と
り
と
み

ど
り
振

興
局

と
の

覚
書

に
よ
り
、
事

務
局

を
当

館
に
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
（
平

成
２
０
年

度
）

文
化

財
課

（
家

庭
・
地

域
教

育
課

）

図
書

館

博
物

館



番
号

所
属

名
会

計
等

の
名

称
点
検
結
果

保
有

額
（
円

）
※

１

平
成

１
９
年

度
決

算
額

（
円

）
※

２

会
計

の
内

容
職

員
が

取
り
扱

っ
て
い
る
理

由
等

2
4

鳥
取

県
立

博
物

館
振

興
会

会
計

適
正

6
,3
0
2
,1
4
8

7
,9
0
2
,5
9
2

鳥
取

県
立

博
物

館
振

興
会

が
行

う
刊

行
物

の
制

作
、
頒

布
等

の
事

業
に
係

る
会

計
鳥

取
県

立
博

物
館

振
興

会
規

約
に
よ
り
、
そ

の
事

務
所

を
当

館
に
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
(昭

和
４
７
年

１
０
月

１
日

か
ら
）

2
5

鳥
取

県
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会

計
適

正
7
8
9
,4
1
5

9
6
7
,5
5
5

鳥
取

県
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

行
う
博

物
館

相
互

の
情

報
交

換
、
共

同
研

究
の

実
施

、
出

版
物

の
発

行
等

の
事

業
に

係
る
会

計

鳥
取

県
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規

約
に

よ
り
、
当

館
に
事

務
所

を
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
（
平

成
１
５
年

１
２
月

１
８
日

か
ら
）

2
6

鳥
取

県
博

物
館

協
会

会
計

適
正

4
4
1
,7
8
5

1
,4
6
1
,9
8
6

鳥
取

県
博

物
館

協
会

が
行

う
研

究
会

・
講

演
会

の
開

催
、
会

誌
の

発
行

等
の

事
業

に
係

る
会

計

鳥
取

県
博

物
館

協
会

会
則

に
よ
り
、
当

館
に

事
務

所
を
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(昭
和

４
７
年

７
月

２
９
日

か
ら
）

2
7

日
本
博
物
館
協
会
中
国
支
部
会
計

適
正

6
0
1
,8
5
8

1
,3
0
5
,1
7
6

日
本

博
物

館
協

会
中

国
支

部
の

行
う
協

議
会

・
研

修
会

の
開

催
、
館

相
互

の
情

報
交

換
等

の
事

業
に
係

る
会

計

日
本

博
物

館
協

会
中

国
支

部
規

約
に
よ
り
、

会
長

所
所

在
館

に
事

務
局

を
置

く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

（
平

成
２
０
、
２
１
年

度
は

当
館

が
会

長
県

）

2
8

鳥
取

地
域

史
研

究
会

会
計

適
正

4
6
0
,4
0
6

7
7
2
,2
6
9

鳥
取

地
域

史
研

究
会

の
行

う
月

例
会

の
開

催
、
研

究
誌

の
発

行
、
講

演
会

の
開

催
等

の
事

業
に
係

る
会

計

鳥
取

地
域

史
研

究
会

規
約

に
よ
り
、
当

館
に

事
務

局
を
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
平

成
１
０
年

２
月

２
８
日

か
ら
）

2
9

鳥
取

民
俗

懇
話

会
会

計
適

正
1
8
4
,9
2
4

2
0
5
,4
8
4

鳥
取

民
俗

懇
話

会
の

行
う
月

例
会

の
開

催
、
研

究
史

の
発

行
、
民

俗
調

査
の

実
施

等
の

事
業

に
係

る
会

計

「
鳥

取
民

俗
懇

話
会

」
規

約
に
よ
り
、
事

務
局

を
当

館
に
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(平
成

５
年

５
月

２
３
日

か
ら
）

3
0

鳥
取

県
生

物
学

会
会

計
適

正
5
7
7
,6
5
6

8
5
4
,3
7
2

鳥
取

県
生

物
学

会
の

行
う
研

究
発

表
会

・
講

演
会

の
開

催
、
採

集
・
調

査
の

実
施

、
会

誌
の

発
行

等
の

事
務

に
係

る
会

計

鳥
取

県
生

物
学

会
規

約
に
よ
り
、
事

務
局

を
当

館
(当

初
は

鳥
取

県
立

科
学

博
物

館
生

物
指

導
研

究
室

）
に
置

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
昭

和
３
５
年

５
月

２
８
日

か
ら
）

3
1

鳥
取

県
学

校
保

健
会

事
務

局
会

計
適

正
1
,1
9
4
,3
7
4

2
,6
5
5
,6
5
7

鳥
取

県
学

校
保

健
会

に
係

る
事

務
局

の
会

計
学

校
保

健
に
関

す
る
団

体
で
あ
り
、
会

計
及

び
事

務
処

理
を
行

う
場

が
な
い
た
め

3
2

鳥
取

県
体

育
施

設
協

会
事

務
局

会
計

適
正

6
5
2
,3
4
8

7
7
6
,2
7
1

鳥
取

県
体

育
施

設
協

会
に
係

る
事

務
局

の
会

計
鳥

取
県

体
育

施
設

協
会

の
目

的
で
あ
る
、
県

内
に
お
け
る
体

育
施

設
の

適
正

な
運

営
に
つ

い
て
の

協
議

や
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

の
た
め
の

会
員

相
互

の
連

絡
調

整
等

の
と
り
ま

と
め
を
す
る
事

務
局

は
、
鳥

取
県

の
体

育
施

設
の

管
理

に
つ
い
て
主

管
し
て
い
る
本

課
内

に
お
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る

3
3

平
成

２
０
年

度
全

国
養

護
教

諭
研

究
大

会
鳥

取
県

実
行

委
員

会
会

計
適

正
1
1
0
,7
0
5

1
,2
4
2
,5
0
4

平
成

２
０
年

度
全

国
養

護
教

諭
研

究
大

会
の

鳥
取

県
実

行
委

員
会

に
係

る
会

計
体

育
保

健
課

が
実

行
委

員
会

事
務

局
を
受

け
持

っ
て
い
る
た
め

3
4

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

鳥
取

県
体

育
指

導
委

員
協

議
会

事
務

局
会

計
適

正
2
4
7
,0
0
0

1
,1
1
5
,1
0
8

県
体

育
指

導
委

員
協

議
会

事
業

に
係

わ
る
事

務
局

の
会

計
県

体
育

指
導

委
員

協
議

会
事

務
局

の
た
め

3
5

中
部

教
育

局
東

伯
郡

社
会

教
育

協
議

会
会

計
（
通

帳
）

適
正

2
8
2
,1
4
2

1
,4
6
3
,8
8
7
東

伯
郡

社
会

教
育

協
議

会
に
係

る
事

務
局

の
会

計
郡

全
体

の
社

会
教

育
を
総

合
的

に
推

進
す
る

た
め
に
設

置
さ
れ

た
協

議
会

で
あ
り
、
そ
の

事
務

局
及

び
会

計
を
引

き
受

け
た
も
の

。

体
育

保
健

課

（
博

物
館

）



番
号

所
属

名
会

計
等

の
名

称
点
検
結
果

保
有

額
（
円

）
※

１

平
成

１
９
年

度
決

算
額

（
円

）
※

２

会
計

の
内

容
職

員
が

取
り
扱

っ
て
い
る
理

由
等

3
6

東
伯

郡
社

会
教

育
協

議
会

会
計

（
郵

券
）

適
正

9
,0
8
3

2
0
,9
2
3

東
伯

郡
社

会
教

育
協

議
会

に
係

る
事

務
局

の
会

計
〃

3
7

中
部

地
区

人
権

教
育

懇
談

会
会

計
（
通

帳
）

適
正

0
9
0
,0
0
0

中
部

地
区

人
権

教
育

懇
談

会
に
係

る
事

務
局

の
会

計
中

部
地

区
に
お
け
る
人

権
教

育
の

推
進

を
図

る
た
め
に
設

置
さ
れ

た
懇

談
会

で
あ
り
、
事

業
の

企
画

立
案

を
含

め
て
事

務
局

及
び
会

計
を

引
き
受

け
た
も
の

。

3
8

中
部

地
区

人
権

教
育

懇
談

会
会

計
（
郵

券
）

適
正

1
3
,4
5
0

2
0
,6
2
0

中
部

地
区

人
権

教
育

懇
談

会
に
係

る
事

務
局

の
会

計
〃

3
9

西
部

教
育

局
西

部
地

区
人

権
・
同

和
教

育
振

興
会

議
会

計
適

正
8
1
,9
8
1

2
2
6
,1
2
3

当
該

市
町

村
か

ら
の

負
担

金
の

収
入

事
務

及
び
事

業
実

施
に
あ
た
っ
て
の

支
出

事
務

当
会

の
目

的
で
あ
る
西

部
地

区
に
お
け
る
人

権
・
同

和
教

育
の

推
進

を
図

る
た
め
の

学
校

教
育

及
び
社

会
教

育
の

各
種

研
修

会
実

施
の

た
め
に
は

、
各

団
体

・
市

町
村

・
保

・
幼

・
小

・
中

・
高

・
特

別
支

援
の

各
学

校
が

連
携

す
る
た
め
に
は

適
任

で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
た
め

4
0

妻
木

晩
田

遺
跡

事
務

所
妻

木
晩

田
遺

跡
活

用
実

行
委

員
会

会
計

適
正

2
2
5
,2
7
4

7
3
6
,4
9
4
妻

木
晩

田
遺

跡
の

活
用

に
係

る
実

行
委

員
会

の
会

計
「
妻

木
晩

田
遺

跡
」
の

積
極

的
活

用
を
目

的
と

す
る
団

体
で
あ
り
、
県

の
施

策
と
密

接
な
関

係
が

あ
る
た
め
。

4
1

船
上

山
少

年
自

然
の

家
ク
ラ
フ
ト
会

計
要

改
善

(-
1
7
9
0
7
)

※
３

2
0
2
,0
6
2

利
用

団
体

が
使

用
す
る
薪

や
ク
ラ
フ
ト
の

材
料

の
取

り
扱

い
に
関

す
る
会

計
利

用
団

体
の

活
動

に
接

す
る
指

導
係

が
物

品
の

管
理

を
行

っ
て
い
る
た
め

4
2

大
山

青
年

の
家

野
外

炊
飯

活
動

に
使

用
す
る

「
薪

」
の

会
計

要
改

善
0

1
6
5
,4
0
0

野
外

炊
飯

活
動

に
使

用
す
る
「
薪

」
の

代
金

　
当

施
設

で
は

、
「
施

設
利

用
者

に
安

心
し
て

気
持

ち
よ
く
施

設
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
研

修
活

動
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
い
う

考
え
か

ら
、
利

用
者

が
必

要
と
す
る
物

品
の

調
達

等
を
サ

ー
ビ
ス
提

供
の

一
環

と
し
て

行
っ
て
い
る
。

合
計

3
7
,7
1
2
,7
4
5

1
1
0
,5
6
7
,0
2
9

※
１
　
平

成
２
０
年

４
月

３
０
日

現
在

の
保

有
額

※
２
　
平

成
１
９
年

度
の

総
収

入
額

（
繰

越
額

を
含

む
）
。
平

成
１
９
年

度
に
当

該
会

計
が

な
か

っ
た
場

合
に
は

、
平

成
２
０
年

度
見

込
額

。
※

３
　
立

替
払

い
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
合

計
額

に
は

算
入

し
て
い
な
い
。

（
中

部
教

育
局

）



様式１

所属名

有 無

1 不適正な会計処理による資金・有価物等

2
銀行口座等に発生した預金利息で処理
に困っているもの

3

既に終了した事業等の残金（過去に事務
局を行った事業に関するもの、県費会計
に切り替えた事業について切り替え前に
発生していたもの等）

4 その他疑義等があるもの

※有と回答した場合は、その詳細について別紙（様式自由）により報告してください。

備考

適正な経理処理の確保に向けた現状点検結果報告書（処理に困っている通帳等関係）

区分番号

点検結果
（該当する欄に○
をしてください）



様
式

２

所
属

名

番
号

会
計

等
の

名
称

管
理

担
当

者
管

理
方

法
点
検
結
果

※
１

保
有

額
※

２

平
成
１
９
年
度

決
算
額

※
３

会
計

の
内

容
取
扱
の

根
拠

※
４

職
員

が
取

り
扱

っ
て
い
る
理

由
等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

合
計

0
0

※
１
　
以

下
の

区
分

に
従

い
番

号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
②

と
回

答
し
た
場

合
に
は

、
詳

細
に
つ
い
て
別

紙
（
様

式
自

由
）
に
よ
り
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
適

正
に
処

理
し
て
い
る
。

②
　
十

分
な
管

理
が

で
き
て
い
な
い
。

※
２
　
平

成
２
０
年

４
月

３
０
日

現
在

の
保

有
額

を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
　
平

成
１
９
年

度
の

収
支

決
算

額
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
平

成
１
９
年

度
に
当

該
会

計
が

な
か

っ
た
場

合
に
は

、
今

年
度

決
算

見
込

額
を
括

弧
書

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
　
以

下
の

区
分

に
従

い
番

号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
④

と
回

答
し
た
場

合
に
は

、
具

体
的

な
理

由
を
欄

内
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
公

務
②

　
地

域
貢

献
性

、
公

益
性

の
あ
る
事

務
③

　
県

の
施

策
上

、
県

の
協

力
等

が
必

要
と
認

め
ら
れ

る
事

務
④

　
そ
の

他

適
正
な
経
理
処
理
の
確
保
に
向
け
た
現
状
点
検
結
果
報
告
書
（県

費
外
会
計
関
係
）


